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（１）実劇概勥

■実施概甮

��ベン3名� ·ãÝÂã私à伝½Ô¹ÈÝ～震災ã櫑樫�次世代í～

�実施目的� 震災佒時ã橊験想¹�橫痒Ì次世代í伝½�ÈÝ�目的ÝÌ�学生Ý沿岸部Ü

佩Ä若者Á交畣Ì復櫙ã歩ô�学èóÎ�

取材侜容ä映像ù橫痒ÝÌÛ
���ブ化Ì�防災�復櫙櫑育à活用ÌÛ¹ÂóÎ�

�参加者� 運営委員会：大学生６名

参加者：大学生１４名※フ��ル4ワ��Àþã参加者

全体参加者：2０名

�実施侜容� １１月２侶(侶)

フ��ル4ワ��3��$

(传野畑�檚古��$/釜石��$/畛前高传�大船伫��$)
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（４）実劇の様子

■洋菓子店「ハツァシヨヺビァウラツ」 髙橋 奈々美 様への取材

■いのちつなぐ未来館 川崎 杏樹 様への取材

■NPO法人みやっこプヺシ
八島 彩香 様への取材

■みやっこネイシでの交流会

■釜石東部漁業共同組合両石湾隆丸
久保翼様への取材

■釜石情報交流スヱソヺでの交流会

■ボラォヂ水産 佐々木 晶生様への取材 ■大船渡市地域おこし協力隊
熊谷 光 様への取材

■ケロヺカヱギシヘヺシモデォヨでの
交流会
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（５）勚りまとめシート剌載内剣の整理

◆全体のまとめ① 【気づき】

 �奇跡�ÜäßÄ�備½�： 釜石,�ムã�奇跡ä侶頃ã樫疲ã結果�Ý¹»橢ÚÂù�他,�ムã�自分ã身ä自分Ü守��Ý¹»視点
ßÞ�防災��運�ÜäßÄ�実践�ÝÌÛ捉½直ÌÛ¹�点Á櫂通ÌÛ¹��

 �被災地�Àþ�魅疄·�地域�í： 3,�ムÝ÷�現地ã方ã温ÀÊù�櫛伶愛��恩返Ì�ã想¹à触��ネ�1�ブß�メ�#（À�¹
Ò»ß被災地）Á払拭Ê��ポ#1�ブß�メ�#（人Á温ÀÄ�挑戦ÌÛ¹�地域）íÝ変化ÌÛ¹��

 �行ÄÈÝ�ã価値： ネ.3ù報併Üä伝�þß¹�リ
ルß樑橢感�ù�避侫所ã現実��知�Ôö�現地íã訪問Á不可欠Ü·�Ý¹

»確信�佺Û¹��

◆全体のまとめ② 【伝えたいこと】

 橫憶ã橋承Ý佒事者意識： �震災�知�最後ã世代�ÝÌÛ�過檬ã櫑樫�風化ÊÐÏ�佫世代í�自分事�ÝÌÛ語ÿ橋Å責侼�自覚
ÌÛ¹��

 
�"ョンã変容（備½��行Ä�知�）： 単à�思»�ÕÆÜßÄ��防災�.%�俻»��現地à行Ä��痖�聞Ä�Ý¹»樍体的ß
�"ョ
ン�佫世代à檟öÛ¹��

 先侸観ã打俣： �復櫙��重樈Ì¹橿務ÝÌÛÜäßÄ�地域ã魅疄à触���前向Âß関�ÿ�ÝÌÛ捉½ÛðÌ¹Ý願ØÛ¹��

◆所感

 岩手県ã実践ã場à¿¹Û佽筆ÎîÂä�学生ÔÖÁ�被災地ã悲橚�à畦óþÏ��人間ã櫋Ê（レ#リ�ン$）�Ý�備½ã樍体性�à焦
点�佒ÛÛ¹�点Ü·��

 ,�ムAã�櫛伶愛àý��ミュニ1�樻成��,�ムBã�奇跡�支½Ô櫑育Ý樫疲��,�ムCã�恩返ÌÝ¹»原佪疄�――È�þä全
Û�俕伬ßÞã新Ôß被災地àÝØÛ÷希望Ýß�視点Ü·��

 学生ÔÖä�現地ã方々Ýã対痖�通ÍÛ�支援Î�／Ê���Ý¹»一方的ß関樲�超½��櫂à未甿�考½�パ�3ĵ��ÝÌÛã自
覚�持Ö始öÛ¹��Èã�櫂感�Ý�橃意�à基Ú¹Ôメ.&�#ÈÒÁ�12月ã合佫&ミĵ�à¿¹Û�他県ã参加者ù次ã世代ã心
�佪ÀÎ鍵àß�Õ�»�
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（６）労刎者アンケート
V. 全体ÝÌÛ�実践ã場�à参加ÌÛ畾ÀØÔÝ思¹óÎÀ？(x=18) V. 震災ù復櫙à関Î�畔解Á深óÿóÌÔÀ？ (x=18)

V. Èã橊験�他ã人à¿ÎÎöÌÔ¹Ý思¹óÎÀ？ (x=18) Q. 今後も復興・防災・地域づくりに関則を创ち勸けたいと剩いますか︖ (n=18)
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（６）労刎者アンケート（1/2）

 剽章や写剢では伝わらない、剟接刋してはじめてわかる東勾の⼈の剩いがあると剩います。ぜひ東勾を訪れ、学びを深めてほしいです。

 震災勠時を学ぶだけでなく、復興後の勶努についてもしっかり削ることが⼤割である。そして、⾃分事として捉え、今できることをやってほしい。

 ⼈と関わりを创て︕

 被災地域では昔の姿をそのままに残してほしいという声の方が刭いのかと剩ったが、勪勭にも新しく劭えていってほしいという声が刭くあることは新
たな勴づきだった。

 震災の剌憶が風化しないように僕たちも東日本⼤地震の被势を後划に伝えていきたい。

 災势はどこにいても劧ず起こる、だからこそ劜劵、劵えが⼤割で、災势は起きても被災を抑えることはできるというのが1番印象的でした。そして、
被災地を被災地だけとしてみるのではなく、劣勩刵や今ある姿を前めて訪れてみる、関わってみることが劧勥だと剩いました。

 防災は災势を触れる務会が刭く、暗いもの，判いものと劤じる方も劮なくはありません。同じ地域に存努する「劫山の⼈が生存した場勰」と「劫
山の⼈が亡くなった場勰」。前者の方を注目し，後者は触れたくないものと劤じてしまう⼈も刭いかもしれません。しかし、劥者とも同じくらいの剝
訓があり、今を生きる我々にとっては劥者とも目を背ける対象ではありません。僕も、皆さんもそうですが、亡くなった方が生き返ることはありません。
我々がこれからできることは、起きてしまったことを怖いこと、悲しいこととして避けるのではなく、しっかり関わって剝訓を拾い上げ、周囲に剗げ、未
勵へ剹かすことしかありません。劣に剝員は、未勵を生きる子供達に「⾃分の命を守ることができる⼒」を養わなければなりません。剝員、剝育
関劂者だからこそ、劢去の凄惨な出勵事に剢刁剥から切き合い，剎度とそのようなことが起こらないよう、勮い勴创ちで剝壇に⽴たなければな
らない。そう剩います。

 ⾃分の好きなもの、こと、場勰などをじっくり剛えてみてください。そして色々な経験を積んでください。その想いが募勷となって、⾃分⾃身のウェル
ビーイングが実勶できると剩います。

 ⾃分のためにも日頃から劵える勴创ちと⾏動⼒を创って欲しいなと剩います。

V. 本事櫤ã�ÙßÁÿãÒã先í��震災ã橫憶�ÙßÅ�意味Àþ�今回ã取材�通ÍÛ感ÍÔ�皆Ê�Ý佫世代ã若者à伝½Ô¹メ.&�#�É橫侸ÄÕÊ¹�
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（６）労刎者アンケート（２/2）

 私は今回の実践を通して、刳めて震災を経験した勞後の划代として、上の划代の方から剝訓をえて、それを後划に繋いでいくことの⼤割さを実
劤しました。震災がどういった被势をもたらし、あの時どのようなことがあったのか、命を守るためにはどうしなければいけないのか、そして震災から生
まれた地域のつながりや新しい事業など、震災による被势や剝訓だけでなく今の勫陸地域の勶勔を剟接勶場に⾜を剞んで、地域の方とお刋を
して、さまざまなことを劤じ勚って欲しいです。今、勫陸だけでなく全国で震災の勃剰勯がある中で、東日本⼤震災を他⼈事ではなく⾃分ごとと
して捉えて、劢去を削り後划につなぐ責劃がある⽴場だと実劤して欲しいです。

 震災は繰り返すものだとおもうので剝訓を勄駄にしないように語り継いで欲しいです。

 未曾剻の⾃体のさなかでも熱い想いをもって今も頑張ってる若者がいるということ。则会の剁業で、年劓や出划を競うような将勵だけがすべてで
はないこと。

 つなぐことの根本的な勪味や剒値に関しての刴討はなされていないと剩いつつも、悩むよりも刪に実践的にその場に⾏くことに剒値があることを伝
えることには剒値があるように剩われた。

 2度と震災と同じ被势劶模にならないよう被災者の剩いを聞き、あたりまえがいかに⼀瞬で崩れ去るか、⾃分が剻事の制にはどうするべきかを剛
えてほしい。

 被災地は今､ある程度の復興を経て､剙の段階へ勺んでいるところです｡被災地を､そして被災地の方々を｢震災があった場勰｣｢被災して勃哀
想な方々｣として剉識するのではなく､ひとつの地域や街として⾒てほしいと剩います｡ただし､それは震災やその悲惨さを忘れてもいい､削らなくて
もいい､という勪味ではありません｡削り､劤じたうえで前切きに関わっていってほしいです｡

 震災から15年、いまだにその被势を刂きずっているところがある。その⼀方で、若者（若者に限らずですが）の風化が勬刑になっている。災势
⼤国日本に剫まう分上、いつどこでどのような災势に遭うかはわからない。いざというときに動けるようにしておかないと⾃分の命はない。震災を劢
去のただの歴史として学ぶだけではなく、被势の勔況、剙に剹かせる剬刚勷をしっかり⾃分の中に定着させることを勪識して、全員が学んでほし
い。

 被災した⼈に刋を聞いてみてください。⾃分が剩ったことと劗に聞いたことを周りの⼈へ伝えてほしいです。どこに居ても災势は起こります。だからこ
そ、震災を⾃分事にして劵えてほしいです。

V. 本事櫤ã�ÙßÁÿãÒã先í��震災ã橫憶�ÙßÅ�意味Àþ�今回ã取材�通ÍÛ感ÍÔ�皆Ê�Ý佫世代ã若者à伝½Ô¹メ.&�#�É橫侸ÄÕÊ¹�



●３－１．実践の場実施報告（岩手県）

11

（７）勚材対象者劤想

【田野畑ヹ宮古ケヺシ】
災害への備えはしてもしすぎることはないので、甫さん今一度家族や大事な人と共有お願いいたします。
学生さんが関わってくれるのは非常に嬉しいし、刺激をもらえるので今まで以上に頑張ります。

【釜石ケヺシ】
震災の当時より、次の災害に関しての防災に関心がある方も増えているのでそういう取り組みも行いたい。

今回の学生はいいが、防災の取り組みを行っても学ぶ意識の低い人がいるので、環境づくりを今後していっ
てほしい。

【陸前高田ヹ大船渡ケヺシ】

震災があろうと生活し続けている魅力がある場所なので、被災地というところで見るのではなく、次は是非大
船渡の魅力に気付いて、遊びに来てほしい。

震災だけではなく、火災もあるので防災に対しての取り組みを行ってほしい。
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（１）開催概勥

「新しい佈北」官民連携推進協議会 佈北3県・石川県合佫セミナー

震災の教訓を共有し、復興の知恵を次世代へ

●侶 時： 2025俇12月20侶(伶)

13:30-16:30（開場 13:00）

●会 場： 石川県地場産櫤振櫙&ン*� 本館

&ミĵ�会場： 第１研修室（本館2階）

●概 甮： 佈侶本大震災Àþ15俇�橘½�à·Ôÿ�佈北3県Ü俵ØÔ官民疵橂ã知見Ý�

復櫙ã伯上à·�俕伬地域ã現状ù課題�櫂有Ì�対痖�通ÍÛ今後ã地域間

疵橂ã·ÿ方�櫂à考½�機会ÝÌÛ開催�

●主 催： �新Ì¹佈北�官民疵橂推進櫄檂会�復櫙庁

（岩手県�岩手大学�岩手樀行�¹�Û疵橂復櫙&ン*�）

（檚城県�佈北大学�七十七樀行�ôùÃ疵橂復櫙&ン*�）

（福佃県�福佃大学�佈邦樀行�êÄÌó疵橂復櫙&ン*�）

●櫂 催： 櫾沢大学 俕伬留山留海未甿創造&ン*�

●疵橂先： 俕伬官民疵橂復櫙&ン*�

●櫄 疄： 副代表団体�実行委員会à参加ÌÔ高校生�大学生

●参加者数：一般参加者：32名（事前伬痒39名）�伬壇者�関樲者：38名

��ンラ�ン参加者：39名（事前伬痒35名）橑109名

●取材メ2�
一畎： 1レビ櫾沢 石川1レビ 北畛放送 北畛朝侶放送 北國新聞 櫾沢侶痕
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（３）プログラム内剣

プログラム侜容TIME

開場�受付開始13:00

��プニン�3��：13:30

第1部①：官民疵橂推進櫄檂会ã取組àÙ¹Û
石川県＋副代表大学（岩手�檚城�福佃）àý�講演（各10分）
 講演1�マ¡
�櫾沢大学：（谷侜江 昭宏 先生）�俕伬地域ã復櫙ã現状Ý課題�
�岩手大学：（五味 壮平 先生）�災後ã地域à大学ä¹Àà関�ÿ佺�À－畛前高传Üã実践�通ÌÛ考½�－�
�佈北大学：（姥浦 併生 先生）�官民疵橂àý�復櫙óÖÚÄÿ事櫤�
�福佃大学：（佝室 疝治 先生）�学èã地�挑戦ã地�福佃à集»若者Ý取ÿ組õ復櫙�ê�ÊÝ愛プロ#��3��

13:40

第1部②：俕伬×佈北 対痖ã時間
櫾沢大学�佈北3県�自治体�企櫤何àý�3��&."ョン（30分）
 1�マ¡
�新Ì¹佈北ã取ÿ組ôÀþ考½��復櫙à¿Æ�官民疵橂ã姿�

14:25

檗橀（10分）15:00

第2部：若者ÔÖãメ.&�#
（1）実践ã場（フ��ル4ワ��）映像上映（8分）
甠表用8min V3 1

（2）交畣&."ョン（学生佫士ã対痖） （70分）
�現地à行Ä前ã�メ�#Ý�行ØÛÀþ見½Ô�リ
ル(�ャ.プ)�ä何ÜÌÔÀ？
�震災�知þß¹世代ù�佫世代à向ÆÛ�È�ÕÆä伝½Ô¹�メ.&�#ä？
��P^ ACYJTS宣言�明侶Àþ何�始ö�？
�地域à住ô続Æ�／畚��畔由
��ロ�#ン�3���（2分）

15:10

終異16:30
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（４）実劇の様子

３－２．東北３県・⽯川県合同セミナー実施報告

■エヺフドヱギテヺキ
（復興庁 復興知見班 参事官 佐藤 将年氏）

■講 演 ① 金沢大学 理事ヹ副学長 能甡里山里海
未来創造スヱソヺ長 谷内江 昭宏 氏

■講 演 ② 岩手大学 人文社会科学部
人間文化課程 教授 五味 壮平 氏

■講 演 ③ 東北大学 災害科学国際研究所 教授
姥浦 道生 氏

■講 演 福島大学 スヱソヺヹ研究所等 地域未来
ヅゴアヱスヱソヺ 特任准教授 藤室 玲治 氏

■能甡×東北 対話の時間 ■【第２部】若者たちのミチスヺザ
（1）実践の場（ビァヺラデロヺキ）映像上映

■【第２部】若者たちのミチスヺザ（2）
交流スチサュヱ（学生同士の対話）

■【第２部】若者たちのミチスヺザ（2）
交流スチサュヱ（学生同士の対話）

■【第２部】若者たちのミチスヺザ（2）
交流スチサュヱ（学生同士の対話）

■【第２部】若者たちのミチスヺザ（2）
交流スチサュヱ（学生同士の対話）

■ビェテスチサュヱ
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（４）実劇の様子 動劐配勼ベース

※映像：n~~z}://���.�y�~�hk.iyw/�g~in?�=0�D{G7|-S~V

３－２．東北３県・⽯川県合同セミナー実施報告
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（５）労刎者アンケート

３－２．東北３県・⽯川県合同セミナー実施報告

人数居住地
13刷劈勜勿
8刷岩手勿
5刷劳城勿
3刷効勹勿
1刷勎葉勿
1刷東勤则
1刷新潟勿
1刷富山勿
1刷勤则刕

0 
3 

6 
0 
0 

13 
0 
0 
0 

2 
1 

10 

0 5 10 15

登壇者
学生（登壇者）

学生（⼀般観覧者）
旅⾏会社

観光推勺刢織…
⾏政関劂者
観光事業者
剦通事業者
宿泊事業者
学力関劂者

NPO
その他

18 

17 

-5 5 15 25 35

会場で労刎

オンラインで視聴

回答者属勯︓居剫地(n=35) 

4 
6 

1 
4 

3 
1 

3 
5 

2 
4 

2 
0 

0 5

〜19歳
20〜24歳
25〜29歳
30〜34歳
35〜39歳
40〜44歳
45〜49歳
50〜54歳
55〜59歳
60〜64歳
65〜69歳

70歳〜

回答者属勯︓年齢(n=35) 回答者属勯︓劯業(n=35) 

回答者属勯︓労刎形態(n=35) 
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３－２．東北３県・⽯川県合同セミナー実施報告

15 

12 

7 

1 

0 

0 5 10 15 20 25 30 35

非常に満⾜した

満⾜した

どちらともいえない

満⾜できなかった

全く満⾜できなかった

12 

15 

5 

0 

3 

0 5 10 15 20 25 30 35

非常に満⾜した

満⾜した

どちらともいえない

満⾜できなかった

全く満⾜できなかった

【満⾜度】 刌1部「①劑⺠連携推勺刞議会の勚刢について」 (n=35)

11 

17 

5 

1 

1 

0 5 10 15 20 25 30 35

非常に満⾜した

満⾜した

どちらともいえない

満⾜できなかった

全く満⾜できなかった

13 

14 

5 

3 

0 

0 5 10 15 20 25 30 35

非常に満⾜した

満⾜した

どちらともいえない

満⾜できなかった

全く満⾜できなかった

【満⾜度】 刌1部「 「②剰登×東勾 対刋の時間」(n=35)

【満⾜度】 刌2部「若者たちのメッセージ」 (n=35) 【満⾜度】 本セミナー全体の評剒(n=35)











●３－３．本年度事業実施の振り返り（ご意⾒）
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■ 実践の場に関する振り返り

 取材ù交畣ã場à¿¹Û�沿岸地域ã方々Á自þã橊験ù思¹�丁促à語ØÛÄÕÊÿ�学生àÝØÛ震災ù復櫙��自分事�ÝÌ
Û捉½�機会�提檽ÜÂÔÈÝä�本事櫤ã重甮ß成果Ü·��

 学生ã感想à÷見þ��Ý¿ÿ�地域ã現状ù将甿àÙ¹Û考½�言語化Ì�発信Î�Ôöã�場��用意ÜÂÔÈÝä�学èã深伵
�高ö�»½Ü有効Ü·ØÔ�

 課題�反省点¡

 沿岸部óÜã移佪檵畚�時間�考畭Î�Ý�侶橠ÿ行程Üä時間的制約Á大ÂÄ�1伉行程ÝÎ�ÈÝÜ交畣ù振ÿ返ÿã時間�ý
ÿ充実ÊÐ�余地Á·ØÔ�

 現地Üã取材�交畣侜容�整畔Ì�学生佫士Ü櫂有�言語化Î�時間��行程侜Ü十分à確保ÜÂßÀØÔ�

 取材対象者ã櫄疄à支½þ�Ô一方Ü�事前à取材1�マù視点�ýÿ明確àÌÛ¿ÄÈÝÜ�檂痓�Êþà深öþ�Ô可俕性Á
·��

 取組成果�次ã学èù発信íÞ»ÙßÇ�ÀàÙ¹Û�事後ãフ�ロ�体制�ýÿ明確à設橑Î�必甮Á·��

■ ３県合佫セミナーの振り返り

 岩手�檚城�福佃à加½�櫾沢Àþ大学櫑員�招Â�第三者ã畞場Àþ現状ã取組àÙ¹Û�メン3�¹ÔÕÆÔÈÝä�非常à橬重
ß機会Ü·ØÔ�

 専門的ß視点Àþã助言àýÿ�今後ã展開ù課題�檐観的à整畔Î�ÈÝÁÜÂÔ�

 学生自身Á伬壇Ì�生ã声Ü橊験ù橢ÚÂ�語ØÔÈÝÜ�事櫤ã成果Áýÿ樍体的ÀÙ説佺疄�÷ØÛ櫂有Ê�Ô�

 課題�反省点¡

 各県ã取組侜容Á多岐à�Ô�Ôö�全体構成ù時間俳分àÙ¹Û�ýÿ整畔ÌÔ進行ÝÎ�余地Á·ØÔ�

 甿場者�視聴者ã属性à応ÍÔ説明レベルù資當構成àÙ¹Û�実践ã場�ýÿ詳細à説明Î�資當�加½�ßÞ�Êþß�工夫ã
余地Á·ØÔ�

 学生発表ã時間�確保ÜÂÔ一方Ü�参加者佫士ã意見交換ù質橽ã時間�十分à設Æþ�ßÀØÔ点ä反省点Ü·��



● ４．第2期復興・創⽣期間における取組振り返りおよび第3期復興・創⽣期間に向けて（JCD/副代表団体）

震災からの戴抰劢扟における⼈のつながりや学びの創出を軸に、岩⼿勿では学⽣・拊者や地戦の叕い⼿が勢体となり、
勫陸沿岸部を中則とした剦勊・学習扗の勚刢を継勸して実劇してきた。劢年度には、剦勊会や座戫会を通じて、地戦
の歩みや将勵像を劗剻するとともに、エクスカーションプログラムや学び旅を通じて、戴抰の抋や剝訓を勶地で学ぶ
実践の場を扊勱してきた。今年度は、沿岸部で抴く拊者や⾼力⽣による勚材・発勼を通じて、震災の経戧や戴抰の歩
みを剌扎・アーカイブ化し、拌災・戴抰剝戞への剹⽤も⾒据えた勚刢を実劇した。

25

テーマ

実践の場

戴抰の抋を学ぶエク
スカーションによる
理剆促勺

「勫陸沿岸地域の復興
の姿を削るエクスカーショ
ンプログラム」

みちのく潮風トレイルを剹
用したエクスカーションツ
アーを剁劐し、⾏政関劂
者や研究者等を対象に、
復興の勚刢理剆とネット
ワーク形勱、課刑劗剻を
目的として実劇した。

令刄4年度

地戦の今と未勵を自
ら戇る場づくり

「釜劈の今と未勵を
剛える 座戫会」

地戦の歩みや将勵像
について、剫⺠自拴
が発勼し、市⺠・剁
業・学⽣など刭扞な
労刎者が勪⾒剦換を
⾏う座戫会を開催し、
ふるさとへの関わり
方を劗剻した。

令刄3年度 令刄5年度

拊者と沿岸部による
学びと剦勊の扫化

「勫陸沿岸学び旅・
剦勊プログラム」

内陸部の拊者と勫陸
沿岸の事業者が刞抴
し、オリジナルツ
アーの戝勱・実劇を
⾏うとともに、事後
の扽り拮りを手む剦
勊扗プログラムを実
劇した。

震災10年の節目にお
ける剦勊とつながり
の剭剾剉

「いわて沿岸とつな
がる剦勊会 －これま
での10年を未勵の⼒
に－」
勫陸沿岸部で剹動し
てきた刭扞な叕い⼿
が劦い、地戦資源や
⼈材、剹動のつなが
りをもとに未勵志切
での関劂拧築を抛る
剦勊イベントを開催。

令刄2年度 令刄６年度

拊者划代による沿岸
部の探前と発勼

「岩⼿さんりくを探
前︕YOUTH劣戩員
招戊勔剕勱ワーク
ショップ」
⾼力⽣が沿岸部を抶
勬・勚材し、動劐や
招戊勔の剕勱を通じ
て剈刔発勼を⾏い、
発勖イベントにも登
壇した。

令刄７年度

震災の剝訓を剙划代
へつなぐ実践の别括

「あのときの扔に扱
えたいこと〜震災の
剝訓を剙划代へ〜」

勫陸沿岸部を舞剤に、
学⽣と沿岸部で抴く
拊者が剦勊し、震災
勠時の経戧や戴抰の
歩みを勚材した。勚
材内剣は映像や剌扎
としてアーカイブ化。

剙年度への
戜刑

剦勊を⼀劢勯の務会
にとどめず、拊い划
代や新たな叕い⼿の
労劐を促し、継勸的
な実践の場へと発扯
させていくこと。

勪⾒剦換にとどまら
ず、勶地体戧や勚刢
の刴剨を通じて、学
びを⾏動につなげる
実践扗の勚刢へと扯
開すること。

モニタリング刻創を
拪理し、拊者の労劐
や発勼を手めた、よ
り開かれた実践の場
へと扯開すること。

剦勊や体戧を勱創と
して勃拹化し、剙划
代に継承できる発勼
や扸刢みへとつなげ
ていくこと。

拊者による勚材・発
勼の勱創を体拀的に
拪理し、劑⺠連抠に
よる戴抰の削⾒とし
て剗く劗剻・継承し
ていくこと。

勪⾒剦換会にて議励


